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研究成果の概要（和文）：本研究では、コンピテンシー重視のカリキュラムへの転換が早期に進められたヨーロ
ッパ諸国における地理コンピテンシーの特徴を明らかにするとともに、日本の学校教育で育成すべき地理コンピ
テンシーの内容について検討することを目的とした。その結果、近年、汎用的コンピテンシーと地理の専門的知
識とをバランスよく育成することが大きな課題となってきており、それを実現するための方法として、ポルトガ
ルでは探究型のフィールドワークが、ドイツでは「ミステリー」という学習活動の普及が進められつつあり、ヨ
ーロッパ諸国では地理コンピテンシーの育成を目指した具体的な学習活動の開発に重点が置かれていることが明
らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the characteristics of geographic 
competencies in European countries that made an early shift to a competency-oriented curriculum, and
 to examine the content of geographic competencies that should be developed in Japanese school 
education. As a result, it became clear that a major challenge has been to develop a good balance 
between generic competencies and specialized knowledge of geography. In order to solve this problem,
 inquiry-based fieldwork is being promoted in Portugal and "mystery" learning activities are being 
promoted in Germany, indicating that European countries are focusing on the development of specific 
learning activities aimed at fostering geographic competencies.

研究分野：地理教育論

キーワード： コンピテンシー　地理教育　カリキュラム　ヨーロッパ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現行の学習指導要領では「資質・能力」の育成が目指され、コンピテンシー重視のカリキュラムへの転換が図ら
れているが、日本の地理教育におけるコンピテンシー研究の蓄積は乏しく、コンピテンシーの具体的な育成方法
についての議論はほとんど進んでいない。本研究では、コンピテンシー研究の先進事例が見られるヨーロッパ諸
国の地理教育の実態を踏まえて、コンピテンシーを育成するための具体的な学習活動のうち「フィールドワー
ク」と「ミステリー」の詳細な内容を明らかにすることができた。これらの成果は、日本におけるコンピテンシ
ーへの理解と授業での活用を促進するために不可欠な知見であり、その学術的意義は高いと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）近年、コンピテンシー（教科固有あるいは教科横断的な汎用性のある能力）に関する研究
が教育界の国際的な潮流となっている。「何を知っているか」だけでなく「それを使って何かが
できる」こと、すなわち単に知識や技能を習得するだけでなく、特定の文脈の中で複雑な課題に
対応することができる力の育成に強い関心が向けられるようになった。 
 
（2）こうしたコンピテンシーを重視する動きは、当然ながら日本の教育界にも大きな影響を与
えており、現行の学習指導要領においても従来の学習内容重視のカリキュラムからコンピテン
シー重視のカリキュラムへの転換が目指され、「資質・能力」の育成が中心的な課題として位置
づけられた。 
 
（3）日本の地理教育では、早くから学習指導要領に「地理的な見方や考え方」が明確に示され
るなど、「暗記科目」から脱却するための試行錯誤が繰り返されてきたが、現在でも多くの地理
授業では知識の習得そのものに重点が置かれる傾向が強く、「暗記科目」としてのイメージを払
拭するまでには至っていない。そのため、従来のように単に地理的な知識やマニュアル的なスキ
ルの習得を図るだけでなく、「コンピテンシー」をいかに育成すべきかを検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究では、地理の専門的コンピテンシーの開発が先行的に進められ、コンピテンシー重
視の地理教育カリキュラムがすでに実践されているヨーロッパ諸国（英語圏、ドイツ語圏、ポル
トガル語圏）を対象とする現地調査を実施し、各国において地理教育で育成が目指されているコ
ンピテンシー（地理コンピテンシー）の内容の全体像とその特徴を把握するとともに、コンピテ
ンシー開発の方法を詳細に明らかにすることを目的とした。 
 
（2）先進地域でのコンピテンシーを軸とする地理教育カリキュラムの特徴、およびその問題点
について明らかにするとともに、それらの成果を踏まえて、日本の学校教育で地理授業を通して
育成すべきコンピテンシーの内容を整理し、コンピテンシーを軸とした地理教育カリキュラム
について検討することにした。 
 
３．研究の方法 
（1）ヨーロッパ諸国における地理コンピテンシーの開発状況と、コンピテンシーを軸としたカ
リキュラムの特徴および課題を明らかにするために、①コンピテンシー研究に関する先進的な
事例が見られるドイツ語圏の国々、②「ジオ・ケイパビリティ」という概念で同様の先進事例が
見られるイギリス、③コンピテンシー重視のカリキュラムが実施されるとともに、学習内容重視
への揺り戻しが起こっているポルトガル、の 3 つの地域を対象とした現地調査を分担して実施
する（コロナ禍の下で現地調査が実施できなかったため、実際には各自がもつ人脈を活用して資
料・情報の収集を行った）。収集した資料・情報の分析を進め、具体的な地理コンピテンシーの
作成方針を検討する。 
 
（2）これらの調査で得られた成果を踏まえて、中学校・高等学校を対象としたコンピテンシー
育成を重視した地理教育カリキュラムのあり方を検討し、カリキュラム開発に向けた方向性や
今後の課題を明確化する。 
 
４．研究成果 
（1）世界的なスケールで見た場合、地理教育はコンテンツ重視のカリキュラムからコンピテン
シー重視のカリキュラムへと転換する方向でカリキュラム改革が進められてきた。しかし、ヨー
ロッパ諸国について見ても、コンピテンシーをめぐる地理教育の動向は決して一様ではない。例
えばイギリスでは、1980 年代から始まる教育改革の中で「キー・スキル」と呼ばれる汎用的能
力がナショナル・カリキュラムで育成すべき目標として明確に位置づけられた。その後、コンピ
テンシー重視のカリキュラム改訂が行われた結果、汎用的コンピテンシーそのものを育成しよ
うとする傾向が強まり、各教科の専門的知識の軽視が大きな問題として取り上げられるように
なった。そうした流れの中で近年着目されているのが「力強い学問的知識（powerful 
disciplinary knowledge: PDK）を重視する「ジオ・ケイパビリティ」論の展開である。一方、
ドイツでは 2006 年の「地理教育スタンダード」において、従来から教えられていた地理的知識
や空間的オリエンテーションに加えて、情報獲得、コミュニケーション、評価判断、そして行動
にまでおよぶ幅広い汎用的コンピテンシーの育成も求められることになった。しかし、ドイツ各
州では教科横断的な汎用的コンピテンシーよりも各教科で育成すべき専門的コンテンシー（専
門的知識を含む）に大きな比重が置かれ、コンピテンシーと知識の両立が目指されている点に特
徴がある。また、ポルトガルでは 2001 年の「ナショナル・カリキュラム」を契機として、それ



までのコンテンツ重視のカリキュラムからコンピテンシー重視のカリキュラムへの転換が図ら
れた。しかし、急激な変化に多くの現場教師は対応ができず、「ナショナル・カリキュラム」は
僅か 10 年で失効に追い込まれた。その後、知識重視へのカリキュラムの方向転換が鮮明に打ち
出されたが、2018 年に公表された「必要とされる学習」（ナショナル・スタンダードに相当する）
では、知識・スキル・態度のバランスのとれた育成が重視され、汎用的コンピテンシーと専門的
知識の止揚が図られている。とくに「必要とされる学習」では、①教科固有の知識の構築に不可
欠な内容の豊かさと確実さ、②これらの知識の獲得のための生徒たちに育成される認識のプロ
セスの豊かさ、の 2点に大きな特徴が見られ、知識重視からコンピテンシー重視へ、そして知識
重視への揺り戻しを経て、ようやく両者のバランスを考慮したカリキュラムへと落ち着いた。こ
のように、汎用的コンピテンシーと教科の専門的知識との関係のあり方が、これらヨーロッパの
国々においては大きな課題となってきた。 
 
（2）汎用的コンピテンシーと教科の専門的知識との関係については、これまでもその両立を図
ろうとする試みが見られた。例えば、学士課程・修士課程で習得される地理学の専門的知識と汎
用的コンピテンシーの「合流」を目指して 2000 年から始まった TUNING プロジェクトの成果は、
高等教育を対象としたものではあるが、両者のすり合わせを考える上で非常に参考になる。例え
ば、このプロジェクトでは「分析・総合のための能力」「外国語の知識」「調査スキル」「チーム
ワーク」「自発的に作業するための能力」「仕事上の倫理に対する責任」など全 31 項目の汎用的
コンピテンシーが挙げられている。一方、地理学の専門的コンピテンシーについては、「地域・
場所・位置の多様性と相互依存性を理解し説明する」「地理的概念についての理解を応用する」
「景観を解釈する」「地理の多様で専門的な技術・アプローチを使用する」など全 12 項目に整理
されている。注目すべきは、これらの汎用的コンピテンシーと専門的知識を同時に育成する学習
活動としてフィールドワークが重視されている点である。実際に、ポルトガルでは地理的知識の
習得と汎用的コンピテンシーの育成の両方を目指した「私たちは提案する！」と呼ばれる探究型
フィールドワークの国際的イベントが開催され、大きな成果をあげている。一方、ドイツではイ
ギリス発祥の「ミステリー」と呼ばれるアクティビティが地理授業に活用されており、地理的知
識の育成と同時に共同作業を通じて育くまれる汎用的コンピテンシーを重視している点に特徴
が見られる。このように、ヨーロッパの国々では、汎用的コンピテンシーと専門的知識の両立を
図るための手段として、フィールドワークや「ミステリー」など授業レベルでの具体的な学習活
動についての検討が進んでいることが明らかとなった。 
 
（3）国際的なフィールドワーク・イベントである「私たちは提案する！」プロジェクトは、ポ
ルトガルのリスボン大学地理学・地域管理研究院（IGOT）が主体となり 2011/2012 年度に始めら
れ、現在はポルトガル語・スペイン語圏の 7カ国の高校生を中心とする生徒たちから構成される
400 件を超えるグループが参加している。このプロジェクトの特徴は、フィールドワークを中核
に据えた探究活動を行うことを目的としている点と、フィールドワークの対象地域を生徒の日
常生活地域に限定している点にある。フィールドワークでは、生徒が自ら生活する地域の課題に
着目し、その解決に向けて課題を多面的に考察する活動が求められるほか、グループワークや地
域での調査活動を行う中で汎用的コンピテンシーの育成が目指されており、生徒たちから「提案」
を受ける側の地方自治体からも高い評価を得ている。こうした探究型フィールドワークの実施
は、汎用的コンピテンシーの育成と地理的知識の獲得との両立を図る方法として重要性が高い。 
 
（4）イギリス発祥の地理プロジェクト「地理を通して考える（Thinking through Geography）」
に端を発する学習手法である「ミステリー」は、広くドイツ国内の学校に普及している。ミステ
リーでは、生徒が 3 人程度の小グループに分けられ、20～30 枚のカードが渡される。最初に生
徒は、教師が読み上げる 3つ程度のストーリーを聴く。これらのストーリーは断片的であり、な
おかつ互いに内容が嚙み合わないため、生徒の頭には疑問や謎（ミステリー）が生じるが、この
謎を解くためにカードに書かれた事象を並び替えてつながりを探し、うまくつながると謎が解
けるような仕組みになっている。この学習活動は、現実社会における出来事の背景を理解するた
めや、地理的事象のパターンやプロセスを考える際に必要となる思考スキルの育成にも貢献し
ている。とくにドイツでは、ネットワーク思考やシステムコンピテンシーの育成を目的としたミ
ステリー教材の開発・研究が積極的に進められており、ミステリーは汎用的コンピテンシーの育
成と地理的知識の獲得の両立を図る方法の 1つとして機能している。 
 
（5）研究当初は、コンピテンシー重視の地理教育カリキュラムの検討そのものに関心を向けて
いたが、ヨーロッパの国々では既にコンピテンシーを育成するための具体的な学習活動につい
ての検討が進められていることが調査の過程で明らかとなった。コンピテンシーの育成を重視
した地理授業を実現するには、むしろこうした具体的な学習活動に関する研究・開発が必要とな
るため、今後はこれらの学習活動に関する研究を進めて行く予定である。 
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